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１．研究計画の概要 
 「中高年がリタイア後どのように過ごす
か」は、現在その該当世代である、団塊の世
代だけに限らず重要なテーマである。その中
でも女性は男性と異なり、定年退職という区
切りが無いまま、その時期に入っていくケー
スも少なくない。 
 そこで、前後の世代の人々と異なる集団と
して取り上げられる団塊の世代のとりわけ
女性を中心に、老後に向けどんな準備をいつ
頃からしたのか、また、この高齢社会と言わ
れる現代を生きていく中で、どんな準備が必
要（どんな準備をもっとすれば良かったか）
かを明らかにする。その上で、その先にある
全世界的にも類をみない今後の超高齢社会
に向けての個々人や社会の対策を考えたい。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究は、４年計画で実施をする予定であ
る。 

１年目は、現状把握として団塊の世代につ
いての理解を深め、中高年の生きがいなどに
ついて文献探索を行った。 
 ２年目は、（１年の産休にて年度変更）量
的調査を実施し、実際の中高年女性が（男性
と異なり）どのような状況にあるかを確認し
た。 
 ３年目（平成２３年度）は、質的調査を行
う。昨年の量的調査で得られたことをより掘
り下げ、老後についての具体的な準備内容や
時期等について確認をしていく。 
 ４年目は、量的調査、質的調査の結果を総
合的に分析判断し、対象者となる中高年女性
に示していく。また、今後の社会や中高年以
前の女性にもフィードバックする。 
 １年目の文献探索において、中高年の生き

方についての研究調査は少ないということ
が分かり（介護や健康等の調査は多いが）、
とりわけ女性については、中高年以降の生き
方に関しての調査はあまり見つけられなか
った。その反面、若い女性に対して、結婚観
やどのように仕事（家庭）を作っていきたい
かという調査は多かった。その結果、結婚前
後の生活については、自分で設計するという
姿勢が見て取れるが老後については、デザイ
ンする（できる）という捉え方がまだうすい
のではないかと考えた。 
 ２年目の量的調査では、男性と異なり、や
はり老後を具体的に意識するきっかけは（自
分の）定年というわけではなく、親や自分ま
たは配偶者の何らかの要因によってリタイ
ア後の生活をイメージ作ったり、準備・決定
しているケースが多い。また、子どもの成長
（巣立ち）が老後の計画を具体的にするきっ
かけになることも分かった。                
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由）２年目の調査については産休で 1年
間保留（中断）をしたが、復帰後再開してい
るため。 
 ただ、量的調査の考察等については今後も
引き続き行う必要性がある。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後の研究については、以下のように行っ
ていきたい。 
 ３年目の平成２３年度については、質的調
査（インタビュー）を行う。これまで築いて
きた被調査者との関係性を壊さないよう、ま
た、ここへの配慮をしながら具体的なリタイ
ア後の生活デザインについて聞き取ってい
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きたい。（その際２年目の量的調査の結果に
ついての考察をふまえ、きっかけ、準備内容
等を重点的に確認していく。） 
 ４年目については今までの調査を基に、中
高年女性がどのように高齢期の生活をデザ
インしているかを明らかにし、今後の高齢期
予備軍（高齢期以前の女性）が老後を考える
きっかけとしたい。例えば中年層に対して、
もしくは若年層に対して等層によって、意識
することや準備するポイント等を明らかに
できれば、フィードバックしやすいと考える。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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